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ヤングケアラーアンケート調査について

具体的な取り組み

 ヤングケアラーとは、家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる、社会生活を円滑に営む上での困難を有するこども・若者のこ
とです。すなわち、こどもにおいてはこどもとしての健やかな成⻑・発達に必要な時間（遊び・勉強等）を奪われたり、若者においては⾃⽴に向けた移行期と
して必要な時間（勉強・就職準備等）を奪われたり、ケアに伴い身体的・精神的負荷がかかったりすることによって、負担が重い状態になっている場合を指す
ものです。「家族の日常生活上の世話」には、法文上明示されている「介護」に加え、幼いきょうだいの世話、障害や病気等のある家族に代わって行う家事や
労働のほか、目の離せない家族の見守りや声掛けなどの気遣いや心理的な配慮、通訳なども含まれます。
 国は、子ども・若者育成支援推進法及び児童福祉法第25 条の２について、本年6月に改正し、ヤングケアラーへの支援の一層の強化を図っています。ヤング
ケアラーを関係機関等が各種支援に努めるべき対象として、法律上明記する等の改正を行うことで、ヤングケアラーへの支援の普及を図るものです。
 ヤングケアラーについて、個別具体的な支援につなげるためには、周囲の大人がヤングケアラーに気づくことができるよう学校関係者等の理解促進を行うこ
とが重要であり、また、ヤングケアラー⾃身に気づきを与えるようなアンケートを行うことが有効であるということを示しております。
 

（1） ヤングケアラーに関するアンケートの実施
 支援を必要とする児童の実態把握とその児童を早期に支援に繋げること、及び児童生徒に対するヤングケアラーの認識を広げることを目的としてアンケート
調査を実施した。アンケート調査は、学校を通じて、記名式で行った。アンケートは来年度以降も継続する。
 ヤングケアラーは周囲で気づきにくいと言われており、児童がＳＯＳを出せる機会を定期的に作ることが重要。また、ヤングケアラーの把握をきっかけに、
経済的問題や児童虐待などの問題が表面化することも想定されるため、当アンケート調査による効果は大きいといえます。
【調査概要】

 対象者  市内⼩学校（4年生〜6年生）、中学校、⾼校に在籍する児童
 調査期間 令和6年9月2日〜9月9日
 調査方法 原則学校タブレットによるＷＥＢアンケートで実施。

                      ヤングケアラー周知用パンフレットのほか、依頼のお便りにヤングケアラーの説明イラストを載せ、わかり易い工夫をした。
 調査結果 有効回答 1,406/1,698人（82.8％） （内訳）⼩学校511/556人（91.9％）、中学校594/647人（91.8％）、⾼校301/495人（60.8％）

（2） 支援の必要性や緊急性の⾼い者への優先的な支援
 特に優先的に支援を行う必要性の⾼いケースとしては、病気や障がいがある保護者などに日常的なケアを要したり、ケアの担い手が当該こどものみであった
りするなどして、保護者に対するケアをこども・若者が⻑時間担っているような家庭を想定しています。アンケートの結果を元に、聞き取り等調査により把握
したヤングケアラーの情報については、教育委員会、学校、こども家庭センター間で適切に情報共有し、支援につなげていきます。
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（アンケート依頼のお便りの説明イラスト）

【
】
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【小学校】回答率91.9％（556人中511人） 【中学校】回答率91.8％（647人中594人） 【高校】回答率60.8％（495人中301人）
 Q2.あなたは何年生ですか。

⼩学校 N=511 中学校 N=594 ⾼校 N=301

Q4.「ヤングケアラー」という言葉を知っていましたか。
⼩学校 N=511 中学校 N=594 ⾼校 N=301

〇⼩中学校の回答率
は、約92％。⾼校は約
61％。
→⼩中学校は、学校で
時間を割いて貰い、先
生方のガイド有りでア
ンケートを行ったか
ら、回答率が⾼い。

〇認知度は、
⼩19％、中38％、⾼
60％
年齢が上がると、認知
度も⾼くなる。

177人
161人

173人

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

⼩学校6年生 ⼩学校4年生 ⼩学校5年生

知っていた
99

19%

知らなかった
412

81%

186人 191人

217人

0

50

100

150

200

250

中学校1年生 中学校2年生 中学校3年生

知っていた
225

38%

知らなかった
369

62%

116人

69人

116人

0

20

40

60

80

100

120

140

⾼校1年生 ⾼校2年生 ⾼校3年生

知っていた
181

60%

知らなかった
120

40%

市内⼩学校（6校）市内中学校（4校）市内⾼校（1校）（※「未回答」は答えを持っているが回答していないと判断できるもの。「空白」はそれ以外のもの。） 3/12



2025/1/9

Q5.あなたが「お世話」をしている家族はいますか。
⼩学校 N=511 中学校 N=594 ⾼校 N=301

Q6.あなたがしている「お世話」はどれですか。（複数回答可）（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14

〇⼩学校16人、3％、
 中学校22人、4％、
 ⾼校 14人、5％、
合わせて52人が、「い
る」と回答している。

〇⼩中⾼を通して、①
「買い物、料理、洗
濯」②「弟、妹の世
話」が多い。

いない
495

97%

いる
16

3%
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1人

1人

3人
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(未回答)

⑩家族の入浴(にゅうよく)やトイレの手助けをして
いる。

⑦アルコール・ギャンブル等の問題を抱(かか)える
家族に対応(たいおう)している。

⑥家計を支(ささ)えるために労働(ろうどう)をして、
家族を助けている。

④目の離(はな)せない家族の見守りや声かけなどの
気づかいをしている。

②家族に代わり、弟や妹の世話をしている。

① 家族に代わり、買物・(りょうり)・洗濯(せんたく)

をしている。
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未回答

シングルファーザーなので洗い物などをやっている

⑩家族の入浴やトイレの手助けをしている。

⑨病気などの家族の身の回りの世話をしている。

⑥家計を支えるために労働をして、家族を助けてい
る。

④目の離せない家族の見守りや声かけなどの気づか
いをしている。

③病気などのきょうだいの世話や見守りをしてい
る。

②家族に代わり、弟や妹の世話をしている。

①家族に代わり、買物・料理・洗濯をしている。
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(未回答)

⑩家族の入浴やトイレの手助けをしている。

⑨病気などの家族の身の回りの世話をしている。

⑤日本語を話すことが難しい家族のために通訳をし
ている。

④目の離せない家族の見守りや声かけなどの気づか
いをしている。

②家族に代わり、弟や妹の世話をしている。

①家族に代わり、買物・料理・洗濯をしている。
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Q6.あなたがしている「お世話」はどれですか。（複数回答可）（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14

Q7.あなたがお世話をしている方は誰ですか。（複数回答可）（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14 〇⼩中⾼を通して、

きょうだいが多い。
〇⽗⺟と答えたのは、
⼩学校4人（20％）、
中学校6人（24％）、
⾼校5人（29％）
→⽗⺟である場合、
「子どもだけでケアし
ている」「話を聞いて
くれる人がいない」割
合が⾼いという調査結
果があり、注意すべき
対象である。

〇⼩中⾼を通じてお世
話の種類が1項目で
あったのが約60％。2
項目が約20％。3項目
以上の回答が若干数見
られる。

1項目回答した回
答者数
10

62%

2項目以上回答し
た回答者数

3

19%

3項目以上回答し
た回答者数

1
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未回答
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13%

きょうだい
7

35%

⽗⺟きょうだい
以外の家族
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4
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(未回答)

3

15%

1項目回答した回
答者数
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2項目回答した回
答者数

5
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3項目回答した回
答者数

3
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未回答
1

4%

きょうだい
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⽗⺟きょうだい
以外の家族

4

16%

⽗や⺟
6
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未回答
1

4%

1項目回答した回答者数
8

57%

2項目回答した回答者数
3

22%

6項目回答した回答者数
1

7%

(未回答)

2

14%

きょうだい
5

29%

⽗や⺟
5

29%

⽗⺟きょうだい
以外の家族

4

24%

家族（誰か不
明）
1

6%

(未回答)

2

12%
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Q8.お世話をする頻度はどのくらいですか。（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14

Q9-1.「平日」においては、一日のうち、お世話の時間はどのくらいですか（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14

〇週3日以上としてみ
ると、⼩学校50％、中
学校73％、⾼校
36％。⾼校の値が低
い。

〇⼩学校、中学校にお
いては、5時間超えの
回答がある。⾼校にお
いては、3時間以上は
いない。
〇2時間以上の割合
は、⼩学校18％、中学
校35％、⾼校15％。
⾼校の値が低い。

ほぼ毎日
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3

19%(空白)
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週に1~2日
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1ヵ月に数日
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満
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平日3〜4時間未
満
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平日5時間超
2
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4
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（未回答）
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平日0~1時間未満
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57%

（空白）
2

14%
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Q9-2.「休日」においては、一日のうち、お世話の時間はどのくらいですか。（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14

Q9-1.9-2.のクロス集計「平日」のお世話の時間と「休日」のお世話の時間との関係
⼩学校 中学校 ⾼校 〇休日のお世話の時間

は、平日のそれと同じ
か、上回る傾向がみら
れる。（下回らな
い。）
（上回る：⼩学校6
人、中学校10人、⾼校
3人、下回る：⼩学校1
人、中学校2人、⾼校0
人、同じ：⼩学校7
人、中学校8人、⾼校9
人）

〇⼩学校、中学校にお
いては、5時間超えの
回答がある。⾼校にお
いては、5時間超はい
ない。
〇2時間以上の割合
は、⼩学校18％、中学
校40％、⾼校22％。
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Q8.Q9-1.9-2.のクロス集計「平日」「休日」のお世話の時間と頻度の関係
⼩学校 中学校 ⾼校

Q10.家族のお世話をすることは大変だと感じますか。（Q5で「いる」と回答した人のみ）
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14 〇⼩学校に関しては

「感じる」と「感じて
いない」が同数。
〇中学校、⾼校に関し
ては、「感じる」より
「感じていない」が多
い。

〇⼩学校に関しては相
関関係が見られない。
〇中学校⾼校に関して
は、一日のお世話の⻑
い人の方が、頻度が⾼
い傾向にある。
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1

2

3

大変だと感じる
8

36%

特に大変だと感
じていない

13

59%

未回答
1

5%
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2人
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0
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4

5

大変だと感じる
4

29%

特に大変だと感
じていない

8

57%

（未回答）
2

14%
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Q9-1.9-2.Q10.のクロス集計「平日」「休日」のお世話の時間と負担感の関係
⼩学校 N=16 中学校 N=22 ⾼校 N=14 〇⼩学校に関してはお

世話の時間と負担感の
相関関係は見られな
い。
〇中学校に関してはお
世話の時間が⻑くて
も、大変だと感じてい
ない人が多い。
〇⾼校に関しては、平
日2時間未満だと大変
だと感じない人が多
い。
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Q10-1.家族のお世話をする中でどんなことが大変だと感じますか。（複数回答）（Q10で「大変だと感じる」と回答した者のみ）
⼩学校 N=8 中学校 N=8 ⾼校 N=4

 Q11.大変だと感じたとき、誰かに相談できますか。（Q10で「大変だと感じる」と回答した者のみ）
⼩学校 N=8 中学校 N=8 ⾼校 N=4

〇⼩学生は「時間
的」、「体力的」に大
変さを感じているが、
中学生以上になると、
「時間的」、「体力
的」に加えて「精神
的」に大変さを感じ
る。

〇相談できないと答え
たのが、20人中6人。

体力的（たい
りょくてき）な
こと（寝不足

（ねぶそく）な
ど）
3

37.5%
時間的（じかん
てき）な余裕

（よゆう）がな
い
5

62.5%

はい
5

62%

いいえ
3

38%

体力的なこと
（寝不足など）

4

40.0%

時間的な余裕が
ない
2

20.0%

精神的なこと
（悲しくなるな

ど）
2

20.0%

めんどくさい
1

10.0%

呆れる
1

10.0%

はい
7

87%

いいえ
1

13%

体力的なこと
（寝不足など）

3

30.0%

時間的な余裕が
ない
4

40.0%

精神的なこと
（悲しくなるな

ど）
3

30.0%

はい
2

50%

いいえ
2

50%
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Q11-1.相談できるのは誰ですか。（自由記載）（Q11で「はい」と回答した者のみ）
⼩学校 N=5 中学校 N=7 ⾼校 N=2

Q11-2.相談できないのはなぜですか。（Q11で「いいえ」と回答した者のみ）
⼩学校 N=3 中学校 N=1 ⾼校 N=2

〇⼩学校の相談先は⽗
⺟。
〇中学校は家族のほか
に、友達やスクールカ
ウンセラーと回答。
〇⾼校は、友達といと
こ。

〇周りに心配をかけるような
事にならない、理解してくれ
る話しやすい相談先が欲し
い。
〇大変だと感じているが、
困っていない。

⽗や⺟
5

100%

1人

1人

1人

0 1 2

話をしにくい

不安だから

困っていないから

Q11-2.相談できないのはなぜですか。N=3

家族
5

56%

友達
3

33%

スクールカウンセ
ラー
1

11%

0 1 2

相談する人がいないから

Q11-2.相談できないのはなぜですか。N=1

いとこ
1

50%

友達
1

50%

1人

1人

0 1 2

できる人がいないから、理解してもらえな
いから

周りに心配をかけたくないから

Q11-2.相談できないのはなぜですか。N＝2
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Q12.“家族のお世話を大変だと感じたとき”や、 “友人が大変そうにしているとき”の相談先として、知っているものを選んでください。（複数回答）
⼩学校 N=511 中学校 N=594 ⾼校 N=301

まとめ
 「ヤングケアラー」という言葉を「知っていた」と回答した割合は、⼩19％、中38％、⾼60％で、年齢が上がると認知度も⾼くなっています。今後、このア
ンケートの実施により認知度の上昇が見込まれます。
 「Q5.あなたがお世話をしている家族はいますか。」で、⼩学校16人、3％、中学校22人、4％、⾼校14人、5％、合わせて52人が「いる」と回答していま
す。お世話の内容は、⼩中⾼を通して「買い物、料理、洗濯」「弟、妹の世話」が多く、お世話の対象は、「きょうだい」が多くなっています。「⽗⺟」と答
えたのは、⼩学校4人（20％）、中学校6人（24％）、⾼校5人（29％）。週3日以上お世話をしているのは、⼩学校50％、中学校73％、⾼校36％。平日1日のお
世話の時間が「2時間以上」の割合は、⼩学校18％、中学校35％、⾼校15％。中⾼に関しては、1日のお世話の時間が⻑い人が頻度が⾼い傾向にあります。
 ⼩学校に関してはお世話を大変だと「感じる」と「感じていない」が同数。中学、⾼校に関しては、「感じる」より「感じていない」が多くなっています。
⼩学生は「時間的」「体力的」に大変さを感じていますが、中学生以上になると、「時間的」「体力的」に加えて「精神的」に大変さを感じています。「大変
だと感じている」と答えた20人のうち6人が誰にも「相談できない」と回答しています。理由としては「相談相手がいない」「心配をかけたくない」「困って
いない」などとなっています。「相談できる」と回答した人は、相談先として「家族」「友達」「スクールカウンセラー」と回答しています。
 知っている相談先として「学校の先生」を選択したのは、⼩学校74％、中学校85％、⾼校73％で、認知度は⾼いと言えます。次いで中学校、⾼校はスクール
カウンセラー、⼩学校は児童クラブが多い状況です。「知っている相談先はない」と回答したのは、⼩学校59人、中学校30人、⾼校33人でした。

〇⼩中⾼を通して、学校
の先生が相談先として最
も認知されている。
〇次いで中学校⾼校は
SC。⼩学校は児童クラ
ブ。
〇「知っている相談先は
ない」と回答したのは、
⼩学校59人、中学校30
人、⾼校33人33人

6人
33人 42人

59人 61人
86人 87人 103人 119人

158人

249人

379人

0

50

100

150

200

250

300

350

400

36人
1人 14人 30人 36人

59人 60人

114人

171人 172人 179人

237人

470人
502人

0

100

200

300

400

500

600

13人
2人

13人 18人 26人 33人 39人

70人
81人 82人 89人

185人

221人

0

50

100

150

200

250
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